赤門学友会会報「同窓会報告」原稿
　「詠帰会」（代表・谷田昌夫〈昭三一・法〉）は新制東大の卒業生を中心に一高ＯＢも加わった一高寮歌をこよなく愛好する仲間のグループです。　　　　

　この会は、旧制一高から引き継いだ駒場のキャンパスでの体験を共有する者たちが、学業、寮生活、部活動などと深く結び付いた思い出の寮歌を同好の士と合唱して楽しむとともに、一高の精神的文化遺産ともいうべき数多くの寮歌を次の世代に伝承していくことも目的としています。
　現在、会員数は約六十名。月一回“魂のふるさと”駒場キャンパスに里帰りし、多数ある寮歌の中から青春の日に愛唱した佳曲をその都度選んで声高らかに歌って、気分をリフレッシュしています。これは心身両面でいい効果があると共に、歌詞に込められた往時の一高生の理想、心意気と歴史的背景を知って寮歌の持つ深みを味わうことができ、またシルバーエイジに入ってからもなお会員同士の新しい交流の輪が拡がるというメリットを持っています。
　昨年十月、日比谷公会堂で開催された「東京校歌祭」には特別出演団体として招かれ「嗚呼玉杯に花うけて」と応援歌「ただ一つ」の合唱をステージで披露して、聴衆から好評を博したのは本会の活動として記念すべき一齣でした。
　当初、「一高寮歌大好き人間」の有志が、友人・後輩等を誘って現役引退後の第二の人生で思い切り好きな寮歌を一緒に歌おうという趣旨で集まり、会を発足させたのが平成十四年。以来、月例会は一度も欠かすことなく連綿として続き、回を重ねるにつれて参加者が増えて、今年で八年目に入ります。そこで、本年一月には『わがたましひの故郷は』というタイトルの記念誌（A五・一一二頁）を刊行しました。内容は会員の寮歌への熱い思い、駒場の青春の回想などを書き綴った「会員随想」、詠帰会の生い立ち、活動の現況、今後の方向等について縦横無尽に語った「座談会」が中心です。これを会員のみならず一高同窓会その他有縁の方々にも配布したところ、寮歌の伝統を歌い継ぐ私たちの活動を高く評価するお褒めの言葉が多数寄せられております。
　この「詠帰会」にご関心のある方は詠帰会事務局長・谷田和夫（☎〇四二二・五一・七七三四）までご連絡ください。　　　　　　　　　　　　（石崎朋夫）
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